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今
回
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
か
ら
少
し
離
れ
て
、〈
３
・
11
震
災
〉
後
、

私
が
あ
る
種
の
崩
壊
感
覚
と
と
も
に
、
必
死
で
調
べ
だ
し
た
問
題
に

つ
い
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
書
か
せ
て
い
た
だ
く
。

　

丸
浜
江
里
子
の
『
原
水
禁
署
名
運
動
の
誕
生

─
東
京
杉
並
の

住
民
パ
ワ
ー
と
水
脈
』（
凱
風
社
）
を
読
み
終
え
て
思
っ
た
。
こ
の

〈
３
・
11
〉
以
前
に
研
究
さ
れ
書
か
れ
、〈
３
・
11
〉
以
後
に
刊
行

（
五
月
二
〇
日
）
さ
れ
た
も
の
に
対
す
る
私
の
不
満
は
、
お
そ
ら
く

〈
３
・
11
〉
以
後
の
時
間
で
、
ア
タ
フ
タ
と
自
分
が
考
え
調
べ
た
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
存
在
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ナ
ー
と
。

　

こ
の
本
の
出
版
社
の
宣
伝
ビ
ラ
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
放
射
線
物
質
の
拡
散
に
よ
る
〝
恐
怖
〟
と
〝
生
活
被
害
〟
は

２
０
１
１
年
の
３
・
11
福
島
原
発
人
災
事
故
と
同
様
に
、
半
世
紀
以

上
前
に
も
起
こ
っ
た
。『
原
子
力
の
平
和
利
用
』（
原
発
導
入
）
を
推

し
進
め
る
吉
田
政
権
（
当
時
）
の
下
、
３
０
０
０
万
人
の
住
民
が
原

水
爆
反
対
署
名
に
立
ち
上
が
っ
た
が
、
そ
の
教
訓
は
今
、
私
た
ち
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
か
！
」。

　

こ
れ
を
読
む
か
ぎ
り
は
、「
原
水
爆
反
対
署
名
」（
原
水
禁
運
動
）

は
、
権
力
者
の
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」（
原
発
導
入
）
に
抗
す
る

運
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
丸
浜
の
、
お
そ
ら

く
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
詳
細
な
こ
の
研
究
書
は
、
そ

れ
が
そ
う
い
う
質
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
こ

そ
明
ら
か
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
、「
様
々
な
団
体
や
個
人
が
政
治
的
立
場
を
超
え
て
原

水
爆
禁
止
の
一
点
で
結
ば
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が

克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
『
朝
日
新
聞
』（
六
月
一
九

日
）
の
書
評
の
評
価
に
、
さ
ら
に
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
五
九
年
ま

で
原
水
協
で
安
井
郁
事
務
局
長
下
の
事
務
局
員
だ
っ
た
と
い
う
武

藤
一
羊
の
次
の
よ
う
な
評
価
に
は
根
拠
が
な
い
と
思
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。「
丸
浜
は
杉
並
と
い
う
地
域
の
成
立
史
か
ら
始
め
て
い
る
。

１
８
８
９
年
の
汽
車
の
開
通
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
め
っ
ぽ
う

0

0

0

0

面
白
い

0

0

0

。
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
の
自
警
団
か
ら
町
内
会
が
生

ま
れ
る
が
、
１
９
２
６
年
に
な
っ
て
戦
後
杉
並
区
長
に
な
る
新
居
格

や
奥
む
め
お
な
ど
の
手
動
で
消
費
組
合
が
生
ま
れ
、
急
速
に
拡
大
す

る
。
や
が
て
弾
圧
の
前
に
そ
れ
は
つ
ぶ
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
活

只
今
闘
病
中

─
読
書
ノ
ー
ト
⑨

「
ビ
キ
ニ
」（「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」）
は
、
ど
う
逆
用
さ
れ
た
か

─
『
原
水
禁
署
名
運
動
の
誕
生
』
・
『
巨
怪
伝
』
・
『
原
発
・
正
力
・
Ｃ
Ｉ
Ａ
』
を
読
む	

天
野
恵
一

躍
し
た
人
物
た
ち
が
、
敗
戦
後
の
運
動
を
担
い
、
多
く
は
54
年
の
原

水
爆
禁
止
署
名
運
動
で
も
活
躍
す
る
。
敗
戦
後
の
記
述
は
、
占
領
期

と
50
年
代
の
歴
史
の
杉
並
版
で
あ
る
が
、
女
性
た
ち
の
自
主
的
な
組

織
作
り
と
生
き
生
き
し
た
活
動
、
知
識
人
と
地
域
諸
団
体
の
平
和
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
杉
並
懇
談
会
な
ど
、
50
年
代
の
『
逆
コ
ー
ス
』
に

堪
え
る
な
か
か
ら
、
協
力
を
横
に
広
げ
よ
う
と
す
る
成
熟
し
た
政

治
意
識
が
杉
並
に
育
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」（
傍
点
引
用
者
、

『
図
書
新
聞
』
七
月
三
一
日
号
書
評
）。

　

私
も
〈
な
ぜ
杉
並
で
原
水
爆
禁
止
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か
〉
を
、

固
有
に
「
杉
並
」
に
こ
だ
わ
り
、
こ
ま
か
く
（
資
料
の
あ
た
り
だ
け

で
は
な
く
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
も
繰
り
返
し
）
歴
史
的
に
検
証
し
て
み

せ
る
作
業
に
「
め
っ
ぼ
う
面
白
い
」
思
い
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
丸
浜
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
異
変
を
い
ち
速
く

知
っ
て
動
き
だ
し
た
杉
並
区
高
円
寺
の
気
象
研
究
所
の
活
動
を
紹
介

し
て
い
る
く
だ
り
で
、「
日
本
気
象
学
会
」
の
以
下
の
く
だ
り
を
含

む
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
関
す
る
声
明
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
①
原
子
力
兵
器
を
含
め
た
す
べ
て
の
大
量
殺
害
兵
器
の
実
験
・

製
造
・
使
用
の
即
時
禁
止
と
原
子
力
の
国
際
管
理
及
び
平
和
的
利
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）。

　
「
平
和
利
用
」（
原
発
推
進
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
対
立
す
る
ど
こ

ろ
か
、
そ
れ
と
「
原
水
禁
」
運
動
が
共
存
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
実

を
、
批
判
的
に
読
み
抜
く
こ
と
が
今
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。
丸

浜
が
本
書
の
中
で
参
照
文
献
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
、
読
売
新
聞
と

日
本
テ
レ
ビ
の
ド
ン
で
あ
っ
た
正
力
松
太
郎
伝
で
あ
る
佐
野
眞
一
の

『
巨
怪
伝

─
正
力
松
太
郎
と
影
武
者
た
ち
の
一
世
紀
』（
文
藝
春
秋
、

一
九
九
四
年
）
に
は
、
こ
う
あ
る
。

　
「
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
〝
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
〟
演
説

か
ら
わ
ず
か
三
カ
月
あ
ま
り
の
後
の
第
五
福
竜
丸
の
被
爆
は
、
ア

メ
リ
カ
に
深
刻
な
打
撃
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長
官

は
、
被
爆
の
事
実
を
糊
塗
す
る
た
め
、
ビ
キ
ニ
患
者
は
放
射
能
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
〝
血
清
肝
炎
〟
に
よ
る
も
の
と
決
め
つ
け
、
彼
ら

は
〝
ス
パ
イ
〟
の
可
能
性
も
あ
る
と
さ
え
い
っ
た
。
そ
の
上
で
ダ
レ

ス
は
『
日
本
人
は
〝
原
発
ア
レ
ル
ギ
ー
〟
に
か
か
っ
て
い
る
』
と
結

論
づ
け
た
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
子
力
の
平
和
利
用

0

0

0

0

は
当
然
で
、
そ
れ
に
ま
で

反
撥
す
る
の
は
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」（
病
気
）
だ
と
い
う
「
平
和
」
VS

「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
論
理
は
、
ア
メ
リ
カ
（
ダ
レ
ス
）
の
政
治

的
都
合
で
持
ち
込
ま
れ
た
論
理
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
、
佐
野
は
、

こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
を
提
示
し
て
い
る
。

　
「
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
原
子
力
平
和
利
用
大
講
演
会
の

も
よ
う
は
、
日
本
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
生
中
継
さ
れ
、
会
場
か
ら
あ
ふ

れ
た
聴
衆
に
対
し
て
は
、
大
型
の
街
頭
テ
レ
ビ
が
特
設
さ
れ
た
。
そ

の
手
法
は
、
プ
ロ
レ
ス
中
継
や
巨
人
戦
の
中
継
と
、
ま
さ
に
同
じ
だ

っ
た
。
／
五
月
二
十
七
日
に
原
子
力
平
和
使
節
団
が
離
日
し
て
約

一
カ
月
後
の
六
月
二
十
一
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
貸
与

に
関
す
る
原
子
力
協
定
が
仮
調
印
さ
れ
た
。
／
〝
毒
を
も
っ
て
毒
を
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制
す
る
〟
柴
田
の
戦
略
は
、
着
々
と
成
功
を
お
さ
め
て
い
た
。
／
そ

の
総
仕
上
げ
が
、
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
二
日
ま
で
の

四
十
日
間
に
わ
た
っ
て
、
日
比
谷
公
園
で
行
な
わ
れ
た
原
子
力
平
和

利
用
博
覧
会
の
開
催
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
柴
田
が
Ｄ
・
Ｓ
・
ワ
ト
ソ

ン
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
折
衝
さ
せ
た
結
果
生
ま
れ
た
企
画
で
、
ア
メ
リ

カ
原
子
力
委
員
会
と
国
務
省
広
報
局
が
中
心
と
な
り
、
経
費
は
一
切

ア
メ
リ
カ
も
ち
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
／
会
場
に
は
、
原
子
力

列
車
や
原
子
力
旅
客
機
な
ど
の
模
型
が
並
べ
ら
れ
、
原
子
力
の
〝
明

る
い
未
来
〟
を
謳
い
あ
げ
た
。
最
大
の
呼
び
物
は

0

0

0

0

0

0

0

、
前
年
の
三
月

0

0

0

0

0

、

ビ
キ
ニ
環
礁
で
被
爆
し
た
第
五
福
竜
丸
の
展
示
だ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
正
力
は

0

0

0

、

世
紀
の
ス
ク
ー
プ
と
騒
が
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
原
水
禁
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
っ
た
第
五
福
竜
丸
ま
で
逆
手
に
と
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
原
子
力
平
和
利
用
の

0

0

0

0

0

0

0

0

〝
興0

業0

〟
に
仕
立
て
あ
げ
た

0

0

0

0

0

0

0

。
／
当
時
、
読
売
の
企
画
部
長
で
平
成
四
年

五
月
に
死
亡
し
た
村
上
徳
之
は
、『
決
死
の
原
子
展
』
と
題
す
る
次

の
よ
う
な
文
章
を
残
し
て
い
る
。
／
〈
展
覧
会
場
で
の
苦
心
談
を
拾

う
と
、
コ
バ
ル
ト
六
〇
を
放
射
し
た
水
槽
で
、
亀
と
金
魚
の
実
験
を

や
っ
た
が
、
付
近
は
相
当
強
い
放
射
能
が
あ
り
、
靱
帯
に
影
響
な
し

と
せ
ず
な
ど
と
専
門
家
が
忠
告
し
た
の
で
、
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
操

作
実
験
に
当
た
っ
た
東
大
生
が
こ
わ
が
っ
て
ご
免
蒙
る
な
ど
い
い
出

し
た
。
こ
れ
に
は
困
っ
た
。
／
ま
た
コ
バ
ル
ト
六
〇
を
移
植
し
た
金

魚
は
、
三
、四
日
で
死
ぬ
。
し
か
し
、
死
ん
だ
金
魚
で
も
む
や
み
に

捨
て
ら
れ
ぬ
の
だ
。
大
切
に
保
管
し
て
東
大
に
も
ち
こ
み
、
コ
パ
ル

と
を
金
魚
の
腹
か
ら
摘
出
し
て
貰
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
変
な
仕

事
だ
。
／
し
か
し

0

0

0

、
な
ん
と
い
っ
て
も

0

0

0

0

0

0

0

、
福
竜
丸
の
実
物
資
料
が
展

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

覧
会
の
ヤ
マ
だ

0

0

0

0

0

0

。
福
竜
丸
が
繋
留
し
て
あ
る
静
岡
県
焼
津
ま
で
部
員

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
飛
び

0

0

0

、
貴
重
な
資
料
を
も
ち
帰
っ
た
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
当
時
ま
だ
相
当
放
射
能

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
汚
染
さ
れ
て
お
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
物
に
よ
っ
て
は
毎
秒
一
万
か
ら
三
万
カ
ウ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
も
あ
る

0

0

0

0

。
こ
う
な
る
と
体
を
張
っ
て
の
仕
事
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〉」（
傍
点
引
用
者
）。

　
「
被
爆
体
験
」
は
平
和
利
用
（
原
発
推
進
）
に
、
こ
の
よ
う
に

大
々
的
か
つ
具
体
的
に
「
逆
用
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
佐
野
が
ふ
れ
て
い
る
「
柴
田
」
と
「
ワ
ト
ソ
ン
」
の
交
渉

に
つ
い
て
、
有
馬
哲
夫
は
『
原
発
・
正
力
・
Ｃ
Ｉ
Ａ

─
機
密
文

書
で
読
む
昭
和
裏
面
史
』（
新
潮
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）
で
、
こ
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
一
九
五
四
年
十
二
月
三
一
日
、
正
力
の

腹
心
、
柴
田
秀
利
（
後
の
日
本
テ
レ
ビ
専
務
）
は
、
東
京
の
某
所
で

Ｃ
Ｉ
Ａ
局
員
と
会
っ
て
い
た
。
こ
の
男
を
柴
田
は
自
ら
の
著
書
『
戦

後
マ
ス
コ
ミ
回
遊
記
』
の
な
か
で
、『
Ｄ
・
Ｓ
・
ワ
ト
ス
ン
』
と
呼

ん
で
い
る
。
柴
田
は
同
書
で
『
こ
の
決
し
て
肩
書
き
を
明
か
さ
な

い
』
男
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
局
員
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
と
書
い
て
い

る
。
／
一
方
こ
の
局
員
の
ほ
う
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
へ
の
報
告
書
に

『
柴
田
は
自
分
を
政
府
の
職
員
と
は
思
っ
て
い
る
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
局
員
と

は
明
確
に
認
識
し
て
い
な
い
』
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
と
同
一
人

物
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
ン
レ
ー
・
ワ
ト

ス
ン
と
い
う
名
前
は
一
九
九
六
年
に
ア
メ
リ
カ
下
院
（
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
）
暗
殺
記
録
特
別
調
査
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
『
リ

ー
・
ハ
ー
ヴ
ィ
・
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
Ｃ
Ｉ
Ａ
・
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
』
と

い
う
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
（
二
〇
〇
三
年
公
開
）
に
出
て
く
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
一
九
六
三
年
当
時
、
彼
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
支
局
で

副
支
局
長
を
務
め
、
暗
殺
犯
オ
ズ
ワ
ル
ド
の
現
地
で
の
活
動
を
監
視

し
て
い
た
。
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
『
原
発
導
入
の
シ
ナ
リ
オ
』

（
一
九
九
四
年
三
月
放
送
）
の
中
に
も
自
ら
『
ス
タ
ン
レ
ー
・
ワ
ト

ス
ン
』
と
名
の
る
人
物
が
出
て
き
て
、
第
五
福
竜
丸
事
件
以
後
の
ア

メ
リ
カ
の
心
理
戦
に
つ
い
て
能
弁
に
語
っ
て
い
る
。
／
柴
田
に
よ
れ

ば
、
彼
は
こ
の
『
ワ
ト
ス
ン
』
と
『
源
』
と
い
う
寿
司
屋
で
た
び
た

び
会
い
、
わ
さ
び
と
タ
バ
ス
コ
の
い
ず
れ
が
辛
い
か
と
い
う
談
義
に

花
を
咲
か
せ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
か
ら
は
、
一
二
月
三
一
日

以
前
か
ら
頻
繁
に
会
っ
て
い
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
／
む
ろ
ん

柴
田
と
彼
が
話
し
た
内
容
は
決
し
て
わ
さ
び
・
タ
バ
ス
コ
談
義
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
正
力
文
書
は
こ
の
と
き
の
会
合
で
柴
田
が

『
原
子
力
平
和
利
用
使
節
団
』
の
趣
意
書
を
局
員
に
渡
し
、
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
の
『
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
ス
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
る
あ
い
だ
我
々
を
指
導
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
要
求
の
具
体
的
内
容
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

１
、
日
本
は
広
島
・
長
崎
で
原
爆
の
被
害
を
直
接
受
け
た
だ
け
で
な

く
、
最
近
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
の
被
害
も
受
け
た
。
世
界
初
に
し

て
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
核
兵
器
を
開
発
し
た

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
憎
悪
は
根
強
い
。
こ
れ
を
共
産
主
義
者
が
反

米
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

２
、
こ
の
よ
う
に
ソ
連
が
平
和
攻
勢
を
か
け
て
い
る
中
で
日
本
で
は

総
選
挙
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
の
保
守
系
政
党

は
情
け
な
く
も
分
裂
し
て
い
る
た
め
親
米
保
守
の
足
場
が
危
う
く

な
っ
て
い
る
。

３
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
ポ
プ

キ
ン
ス
他
、
原
子
力
の
専
門
家
を
日
本
に
招
聘
す
る
の
が
も
っ
と

も
効
果
的
だ
。

４
、
こ
の
使
節
団
を
派
遣
す
る
な
ら
、
総
選
挙
に
十
分
影
響
を
与
え

う
る
よ
う
に
、
来
年
（
一
九
五
五
年
）
の
初
め
か
、
遅
く
と
も
二

月
の
初
め
に
は
そ
れ
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
節
団
を
迎
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
讀
賣
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
原
子
力
平
和
利
用

啓
蒙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
る
用
意
が
あ
る
。

５
、
現
在
我
々
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
テ
ル
（
注
・
文
章
に
は
こ

う
あ
る
が
、
実
際
に
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
社
）
副
社

長
の
ウ
ェ
ル
シ
ュ
氏
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
い
る
。

６
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

従
来
、『
原
子
力
平
和
利
用
使
節
団
』
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

側
か
ら
正
力
に
、
費
用
も
ア
メ
リ
カ
側
が
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で

説
明
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
は
俗
説
と
は
違
う
事
実

を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
提
案
し
た
の
は
あ
く
ま
で
正
力
の
ほ
う

で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
費
用
負
担
も
正
力

が
求
め
た
の
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
か
ら
申
し
出
た
の
で
は

な
い
こ
と
だ
。
／
ま
た
、
こ
の
趣
意
書
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
正

力
は
使
節
団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
も
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
あ
ら
か
じ
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め
自
分
で
決
め
て
い
て
、
そ
れ
を
以
前
か
ら
『
ワ
ト
ス
ン
』・
ル
ー

ト
と
は
別
に
ユ
ニ
テ
ル
社
経
由
で
交
渉
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ユ
ニ
テ

ル
社
社
長
ホ
ー
ル
ス
テ
ッ
ド
と
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
社
副

社
長
の
ウ
ェ
ル
シ
ュ
を
通
し
て
、
ポ
プ
キ
ン
ス
に
提
案
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
／
正
力
は
前
年
の
末
に
ホ
プ
キ
ン
ス
が
ア
メ
リ
カ
製
造
業

者
協
会
で
『
原
子
力
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
』
を
発
表
し
、
日
本

の
経
済
界
や
電
力
業
界
に
大
き
な
波
紋
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
好
機
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
彼
を
招
い
て
講
演
会

を
開
く
と
い
え
ば
、
経
済
界
や
電
力
業
界
は
身
を
乗
り
出
し
て
く
る
。

そ
こ
で
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
が
そ
れ
を
主
宰
す
れ
ば
、
原
子

力
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
論
む
精
力
の
旗
頭
に
な
れ
る
。
そ
こ
で
正
力
は
柴

田
を
通
じ
て
『
原
子
力
平
和
利
用
使
節
団
』
を
日
本
に
派
遣
す
る
よ

う
『
ワ
ト
ス
ン
』
に
申
し
出
た
の
だ
。
／
『
ワ
ト
ス
ン
』
は
こ
れ
に

対
し
て
、
し
て
や
っ
た
り
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が

こ
れ
を
受
け
入
れ
、『
原
子
力
平
和
利
用
使
節
団
』
が
訪
日
し
、
こ

れ
を
讀
賣
グ
ル
ー
プ
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
れ
ば
、
当
時
の
反
原
子
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デ
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。
／
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。
／
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
の
な
か
に
は
当
然

讀
賣
グ
ル
ー
プ
も
入
っ
て
い
た
。『
ワ
ト
ス
ン
』
が
柴
田
に
寿
司
屋

で
し
ば
し
ば
会
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
対
メ
デ
ィ
ア
工
作
の
一
環

だ
っ
た
。
当
然
、
正
力
は
ア
メ
リ
カ
情
報
機
関
が
当
時
の
状
況
に
ど

れ
ほ
ど
危
機
感
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
脱
す
る
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
必
死

に
な
っ
て
い
る
か
を
柴
田
か
ら
伝
え
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。
／
し
か

し
、
当
初
正
力
は
ま
だ
マ
イ
ク
ロ
波
通
信
網
建
設
に
全
身
全
霊
を
傾

け
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
窮
状
を
自
分
が
ど
の
よ
う
に
利
用
で
き
る

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。『
正
力
マ
イ
ク
ロ
構
想
』
が
い
よ
い
よ
壁

に
突
き
当
た
り
、
総
理
大
臣
を
目
指
す
べ
く
原
子
力
平
和
利
用
導
入

を
旗
印
に
し
よ
う
と
考
え
る
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
そ
れ
が
自
ら
の

野
望
の
達
成
に
大
い
に
利
用
で
き
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
だ
。
こ

こ
で
テ
レ
ビ
導
入
の
と
き
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
心
理
戦
と
正
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」（
傍
点
引
用
者
）。

　
「
対
日
心
理
戦
」
を
し
か
け
た
ア
メ
リ
カ
側
は
、「
原
爆
＝
原
発
」

で
あ
る
こ
と
を
十
二
分
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
平
和
利

用
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
署
名
を
テ
コ
と
し
て
高
揚
す
る
運
動
を

「
沈
静
化
さ
せ
る
絶
好
の
心
理
戦
」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

ノ
ー
モ
ア
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
声
を
組
織
し
た
巨
大
な

「
原
水
禁
運
動
」
を
う
み
だ
し
た
「
原
水
禁
署
名
運
動
」
は
、
原
爆

と
原
発
（
平
和
利
用
）
を
ま
っ
た
く
別
の
も
の
と
す
る
ア
メ
リ
カ
じ

か
け
の
「
対
日
心
理
作
戦
」
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
（
被
爆
体
験
が
あ
る
か

ら
こ
そ
原
子
力
平
和
利
用
を
、
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
、
ま
き

こ
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
キ
チ
ン
と
批
判
的
に
対
置
で

き
な
か
っ
た
。
い
や
、
被
爆
体
験
は
米
日
の
支
配
者
た
ち
に
積
極
的

に
「
逆
用
」
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

丸
浜
は
、『
原
水
禁
署
名
運
動
の
誕
生
』
の
ラ
ス
ト
で
、
そ
の
二

年
間
の
運
動
を
ト
ー
タ
ル
に
評
価
し
、「
ま
た
、
太
田
昌
克
（
共
同

通
信
編
集
委
員
）
は
一
九
五
五
年
一
月
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｅ
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
米
国
防
長
官
が
日
本
と
核
貯
蔵
や
使
用
に
関
す
る
取
り
決
め

を
結
ぶ
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
原
水
禁
署
名
運
動
の
広
が
り
を
知
る

ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
の
反
対
で
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
の
広
が
り
が
米
国
の
対
日
戦

略
＝
極
東
戦
略
を
変
更
さ
せ
た
事
実
は
戦
後
運
動
史
に
特
筆
す
べ
き

出
来
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

平
和
利
用
（
原
発
推
進
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の

「
対
日
心
理
作
戦
」
が
全
面
的
に
貫
徹
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
歴

史
事
実
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
評
価
は
あ
ま
り
に
も
一
面
的
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
政
治
的
立
場
の
違
い
を
超
え
て
、
抽
象
的
に
原
水
爆
禁

止
一
点
で
全
人
類
的
に
団
結
す
る
と
い
う
、
新
た
な
平
和
運
動
が
新

し
い
可
能
性
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

「
幅
の
広
さ
」
は
原
爆
と
原
発
（
平
和
利
用
）
を
ま
っ
た
く
別
の
も

の
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
操
作
に
抗
し
う
る
質
を
、
結
局
持
ち
え
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
ビ
キ
ニ
」（「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」）
の
逆
用
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
た
戦
後
日
本
の
原
発
大
国
化
の
ゴ
ー
ル
が
「
フ
ク
シ
マ
」（
３
・

11
）
で
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、〈
３
・
11
〉
後
の
今
、
私
た
ち
が
試
み
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、「
逆
用
」
の
歴
史
を
、
そ
の
起
源
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
批
判
的
に
検
証
す
る
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
神
話
化
」
さ
れ
て
い
る
主
婦
た
ち
の
杉
並
署
名
運
動
の
歴
史
を
、

こ
れ
以
上
な
い
緻
密
さ
で
肯
定
的
に
描
き
だ
し
た
丸
浜
の
力
作
を
読

み
お
え
て
、
私
は
、
そ
の
「
神
話
」
に
思
想
的
な
メ
ス
を
入
れ
る
作

業
の
必
要
こ
そ
実
感
し
た
。

　
〈
３
・
11
〉
以
後
、
こ
の
「
逆
用
」
の
問
題
を
集
中
的
に
批
判

的
に
解
剖
し
た
、
シ
ャ
ー
プ
な
論
文
が
二
本
あ
る
。
一
つ
は
加
納

実
紀
代
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
フ
ク
シ
マ
の
あ
い
だ
」（『
イ
ン
パ
ク
シ
ョ

ン
』
180
〈
二
〇
一
一
年
六
月
〉
号
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
田
中
利

幸
の
「『
原
子
力
平
和
利
用
』
と
広
島　

宣
伝
工
作
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
た
被
爆
者
た
ち
」（『
世
界
』〈
二
〇
一
一
年
八
月
〉
号
）
で
あ

る
。
つ
い
で
に
、「
ビ
キ
ニ
市
民
ネ
ッ
ト
焼
津
」
編
の
『
焼
津
流
平

和
の
作
り
方

─
「
ビ
キ
ニ
事
件
50
年
」
を
超
え
て
』（
社
会
評
論
社
、

二
〇
〇
七
年
）
も
手
に
し
て
調
べ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
第
五
福
竜
丸
」

が
東
京
で
原
子
力
平
和
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
逆
用
さ
れ
た
歴
史
は
、

ど
こ
に
も
ふ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
欠
落
は
運
動
史
の
盲
点
の
存

在
を
ハ
ッ
キ
リ
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。

（
あ
ま
の 

や
す
か
ず
／
本
誌
編
集
員
）


